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野村グローバルAI関連株式ファンド 
Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし） 

野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース／Bコース 

運用報告書(全体版) 
 

第11期（決算日2022年11月14日） 
 

作成対象期間（2022年５月17日～2022年11月14日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
 Aコース Bコース 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 
信 託 期 間 2017年２月23日から2027年11月15日までです。 

運 用 方 針 

野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主として
新興国を含む世界各国のAI（人工知能）技術関連の株式（DR（預託証書）を含みます。）に実質的に投資し、信託財産の成長を図るこ
とを目的として積極的な運用を行なうことを基本とします。 
実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジ（先進国通
貨等による代替ヘッジを含みます。）により為替変動リスクの低減
を図ることを基本とします。 

実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行ないま
せん。 

主な投資対象 

野村グローバルAI関連株式ファンド 
Aコース／Bコース 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 
新興国を含む世界各国のAI（人工知能）技術関連の株式（DR（預託証書）を含みます。）を主要投資対
象とします。 

主な投資制限 

野村グローバルAI関連株式ファンド 
Aコース／Bコース 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に､原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から､基準価額水準等を勘案して分
配します｡留保益の運用については､特に制限を設けず､元本部分と同一の運用を行ないます｡ 
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－ 1 － 

野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

７期(2020年11月16日) 15,220 300 23.1 98.0 － 101,107 

８期(2021年５月14日) 15,385 300 3.1 98.7 － 90,842 

９期(2021年11月15日) 18,728 500 25.0 97.3 － 104,111 

10期(2022年５月16日) 12,051 100 △35.1 94.9 － 64,944 

11期(2022年11月14日) 11,521 50 △ 4.0 94.4 － 59,063 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運用を行なっておらず、また、当ファンドの主要投資対象であるAI技術関連企業の株価の値動

きを表す適切な指数等がないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2022年５月16日 12,051 － 94.9 － 

５月末 12,580 4.4 94.8 － 

６月末 11,614 △ 3.6 95.1 － 

７月末 12,452 3.3 94.5 － 

８月末 12,076 0.2 95.0 － 

９月末 10,746 △10.8 95.0 － 

10月末 11,393 △ 5.5 96.2 － 

(期  末)     

2022年11月14日 11,571 △ 4.0 94.4 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 2 － 

野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

７期(2020年11月16日) 15,401 300 22.1 98.0 － 100,111 

８期(2021年５月14日) 16,333 350 8.3 98.7 － 92,825 

９期(2021年11月15日) 20,596 600 29.8 97.3 － 110,176 

10期(2022年５月16日) 14,693 250 △27.4 94.8 － 76,671 

11期(2022年11月14日) 15,127 300 5.0 96.9 － 74,742 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運用を行なっておらず、また、当ファンドの主要投資対象であるAI技術関連企業の株価の値動

きを表す適切な指数等がないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2022年５月16日 14,693 － 94.8 － 

５月末 15,237 3.7 94.7 － 

６月末 14,914 1.5 95.1 － 

７月末 15,792 7.5 95.5 － 

８月末 15,771 7.3 95.0 － 

９月末 14,637 △0.4 94.9 － 

10月末 15,946 8.5 96.0 － 

(期  末)     

2022年11月14日 15,427 5.0 96.9 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース／Bコース

＜Aコース＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2022年５月16日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
（上昇） ４月のPCE物価指数（個人消費支出物価指数）の前年同月比の伸びが鈍化し、物価上

昇への過度な警戒感が和らいだこと 
（下落） 米ミシガン大学が発表した６月の消費者信頼感指数が市場予想を下回ったこと、物価

上昇や金融引き締めによる企業業績の先行きに警戒感が高まったこと 
（上昇） ４-６月期の米企業決算が市場予想を上回ったこと、７月の米CPI（消費者物価指数）

上昇率が６月と比較して減速したことで、FRB（米連邦準備制度理事会）が金融引き
締めペースを緩めるとの期待感が高まったこと 

（下落）FRBのパウエル議長がインフレ抑制を最優先に利上げを継続する方針を示したことで、
早期の利下げ期待が後退したこと、８月の米CPI上昇率が市場予想を上回ったことで、
大幅利上げが実施されるとの観測が強まったこと 

（上昇） 一部メディアが、米金融当局が年内に利上げペースの減速を協議する可能性を報じた
こと、10月の米CPI上昇率が市場予想を下回ったこと 
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－ 4 － 

野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた

運用を行なっておらず、また、当ファンドの主
要投資対象であるAI技術関連企業の株価の値動
きを表す適切な指数等がないため、ベンチマー
ク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額
騰落率です。 

 
保有銘柄のうち、景気後退懸念が広がる中で

も、中小企業におけるDX（デジタルトランス
フォーメーション）が進むことで税務会計ソフ
ト分野での成長が期待されたインテュイット
（米国のソフトウェア株）などが上昇したこと
が基準価額のプラス要因となりました。 
一方、７-９月期決算において売上成長鈍化

への懸念が高まったアトラシアン（米国のソフ
トウェア株）などが下落したことが基準価額の
マイナス要因となりました。 

 
 

◎分配金 

（１） 分配金につきましては、基準価額水準等を勘案して、１万口当たり50円とさせていただ
きました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第11期 

2022年５月17日～ 
2022年11月14日 

当期分配金 50  

(対基準価額比率) 0.432％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 50  

翌期繰越分配対象額 8,026  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
  



品 名：90001_140695_140696_011_02_野村グローバル AI 関連株式ファンド A コース／B コース_942027.docx 

日 時：2022/12/9 11:09:00 

ページ：5 

 

－ 5 － 

野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース／Bコース

＜Bコース＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2022年５月16日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
（上昇） ４月のPCE物価指数（個人消費支出物価指数）の前年同月比の伸びが鈍化し、物価上

昇への過度な警戒感が和らいだこと、為替市場で円が下落（円安）したこと 
（下落） 米ミシガン大学が発表した６月の消費者信頼感指数が市場予想を下回ったこと、物価

上昇や金融引き締めによる企業業績の先行きに警戒感が高まったこと 
（上昇） ４-６月期の米企業決算が市場予想を上回ったこと、７月の米CPI（消費者物価指数）

上昇率が６月と比較して減速したことで、FRB（米連邦準備制度理事会）が金融引き
締めペースを緩めるとの期待感が高まったこと 

（下落）FRBのパウエル議長がインフレ抑制を最優先に利上げを継続する方針を示したことで、
早期の利下げ期待が後退したこと、８月の米CPI上昇率が市場予想を上回ったことで、
大幅利上げが実施されるとの観測が強まったこと 

（上昇） 一部メディアが、米金融当局が年内に利上げペースの減速を協議する可能性を報じた
こと、10月の米CPI上昇率が市場予想を下回ったこと 

  



品 名：90001_140695_140696_011_02_野村グローバル AI 関連株式ファンド A コース／B コース_942027.docx 

日 時：2022/12/9 11:09:00 

ページ：6 

 

－ 6 － 

野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた

運用を行なっておらず、また、当ファンドの主
要投資対象であるAI技術関連企業の株価の値動
きを表す適切な指数等がないため、ベンチマー
ク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額
騰落率です。 

 
保有銘柄のうち、景気後退懸念が広がる中で

も、中小企業におけるDX（デジタルトランス
フォーメーション）が進むことで税務会計ソフ
ト分野での成長が期待されたインテュイット
（米国のソフトウェア株）などが上昇したこと
が基準価額のプラス要因となりました。 
一方、７-９月期決算において売上成長鈍化

への懸念が高まったアトラシアン（米国のソフ
トウェア株）などが下落したことが基準価額の
マイナス要因となりました。 

 
 

◎分配金 

（１） 分配金につきましては、基準価額水準等を勘案して、１万口当たり300円とさせていただ
きました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第11期 

2022年５月17日～ 
2022年11月14日 

当期分配金 300  

(対基準価額比率) 1.945％ 

 当期の収益 32  

 当期の収益以外 267  

翌期繰越分配対象額 9,582  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース／Bコース

＜Aコース／Bコース＞ 

○投資環境 

世界の株式市場は、当期初、物価上昇への過度な警戒感が和らいだことから上昇して始まり

ましたが、その後発表された米ミシガン大学の６月の消費者信頼感指数が市場予想を下回った

ことや、物価上昇や金融引き締めによる企業業績の先行きに警戒感が高まったことで下落しま

した。８月中旬にかけては、４-６月期の米企業決算が市場予想を上回ったことや７月の米CPI

上昇率が６月と比較して減速したことで、FRBが金融引き締めペースを緩めるとの期待感が高

まったことなどから上昇基調で推移しました。しかし、８月下旬にジャクソンホールで開かれ

た経済シンポジウムにおいてFRBのパウエル議長がインフレ抑制を最優先に利上げを継続す

る方針を示したことで、早期の利下げ期待が後退し、下落しました。その後も、世界的な金融

引き締めによって投資家のリスク回避姿勢が強まったことなどから下落基調が続きました。10

月下旬以降は、一部メディアが、米金融当局が年内に利上げペースの減速を協議する可能性を

報じたことや、10月の米CPI上昇率が市場予想を下回ったことなどが好感され上昇しましたが、

当期において世界の株式市場は横ばいとなりました。 

為替市場では、物価の高止まりを背景にFRBが金融引き締め姿勢を強める一方、日銀が緩和

的な金融政策を維持したことなどから日米の金利差が拡大したことで米ドル高が進行し、期を

通じて米ドル高・円安となりました。 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース／Bコース

＜Aコース／Bコース＞ 

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド］ 

・株式組入比率 

期を通じておおむね高位を維持しました。 

 

・期中の主な動き 

（１） 当ファンドでは、世界各国の株式の中から、「IT関連」、「産業関連」、「医療・ヘルスケア

関連」等の分野を中心に高度なAI（人工知能）先端技術の研究成果に着目し、AIの活用、

実用化によって恩恵を受け、高い成長が期待される企業等に投資を行ないました。結果、

AIの活用により中長期で成長が期待されるITセクターなどの投資比率を高めとしました。 

（２） 銘柄につきましては、大手企業を中心とした安定的な顧客基盤を持つデータベース事業

に加えて、クラウド関連ビジネスの中長期的な拡大が期待できると判断したオラクル（米

国のソフトウェア株）や、企業の業務効率化へのニーズの高まりから、ソフトウェアの

需要拡大が期待できると判断したワークデイ（米国のソフトウェア株）などを買い付け

しました。一方、相対的にマクロ環境の変化の影響を受けやすいと判断したエヌビディ

ア（米国の半導体・半導体製造装置株）や、景気後退懸念が広がる中で、企業の広告予

算が削減され今後の業績成長が鈍化する懸念が高まったと判断したメタ・プラット

フォームズ（米国のインタラクティブメディアおよびサービス株）などを売却しました。 

 

［野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース］ 

・主要投資対象である［野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド］受益証券を期

を通じておおむね高位に組み入れました。 

 

・為替ヘッジ（為替の売り予約） 

当ファンドの運用の基本方針に従い、実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッ

ジ（先進国通貨等による代替ヘッジを含みます。）により為替変動リスクの低減を図りました。 

 

［野村グローバルAI関連株式ファンド Bコース］ 

・主要投資対象である［野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド］受益証券を期

を通じておおむね高位に組み入れました。 

 

・為替ヘッジ（為替の売り予約） 

当ファンドの運用の基本方針に従い、為替ヘッジは行ないませんでした。 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース／Bコース

＜Aコース／Bコース＞ 

◎今後の運用方針 

［野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド］ 

・投資環境 

米国経済は減速傾向が見られます。2022年10月の総合PMI（購買担当者景気指数）は、好況・

不況の節目とされる50を４ヵ月連続で下回っており、今後も景気減速が続く可能性が高そうで

す。一方で、10月のCPI上昇率は市場予想を下回ったものの依然高い水準にあり、FRBのイン

フレへの警戒は続くと見られます。今後、FRBによる継続的な利上げの効果が顕在化するのに

伴い、米国景気への影響が注視されます。今後の景気減速が人手不足や部品不足といった供給

制約の解消と共にインフレ圧力の沈静化につながれば、2023年にはインフレ率が大幅に鈍化

し、FRBは利上げを休止すると想定しています。 

 

・運用方針 

当ファンドでは、世界各国の株式の中から、AI先端技術の研究成果に着目し、AIの活用、実

用化によって恩恵を受け、高い成長が期待される企業等に投資を行ないます。 

外部環境の不透明感が続くなかでも、AI関連などの高成長が期待される分野への注目は引き

続き高く、各分野での勝ち組企業がますます強くなるという傾向が目立ちます。加えて、ITセ

クターだけでなく、幅広い業種や分野でAIを活用した新しい技術やビジネスモデルも普及して

きています。引き続き中長期的な競争優位性を見極めることを重視し、銘柄を選択してまいり

ます。 

 

［野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース］ 

主要投資対象である［野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド］受益証券を高

位に組み入れ、実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジ（先進国通貨等による

代替ヘッジを含みます。）により為替変動リスクの低減を図ることを基本とします。 

 

［野村グローバルAI関連株式ファンド Bコース］ 

主要投資対象である［野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド］受益証券を高

位に組み入れ、実質組入外貨建資産については為替ヘッジを行なわない方針です。 

 

今後とも、引き続きご愛顧を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2022年５月17日～2022年11月14日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 100  0.850  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 49)  (0.411)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 49)  (0.411)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.027)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.007   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.007)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 0   0.004   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  0)  (0.002)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 101   0.861    

期中の平均基準価額は、11,810円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース／Bコース

＜Aコース＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.70％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年５月17日～2022年11月14日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 24,909,580 49,827,093 30,427,137 60,914,287 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年５月17日～2022年11月14日) 

 

項 目 
当 期 

野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 26,662,380千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 133,793,765千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.19   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年５月17日～2022年11月14日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年11月14日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 33,715,530 28,197,974 57,419,534 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○投資信託財産の構成 (2022年11月14日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 57,419,534 95.8 

コール・ローン等、その他 2,508,339 4.2 

投資信託財産総額 59,927,873 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（125,415,341千円）の投資信託財産総額

（132,011,406千円）に対する比率は95.0％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝139.60円、１英ポンド＝164.66

円、１ユーロ＝144.16円、１香港ドル＝17.81円。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年11月14日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 113,327,557,187   

 コール・ローン等 4,269,868   

 野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド(評価額) 57,419,534,767   

 未収入金 55,903,752,552   

(B) 負債 54,263,738,063   

 未払金 53,405,059,096   

 未払収益分配金 256,332,636   

 未払解約金 74,491,222   

 未払信託報酬 526,835,479   

 未払利息 6   

 その他未払費用 1,019,624   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 59,063,819,124   

 元本 51,266,527,234   

 次期繰越損益金 7,797,291,890   

(D) 受益権総口数 51,266,527,234口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,521円 
 

（注）期首元本額は 53,890,565,797円、期中追加設定元本額は

759,926,274円、期中一部解約元本額は3,383,964,837円、１口当

たり純資産額は1.1521円です。 
 

○損益の状況 (2022年５月17日～2022年11月14日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       185,214   

 支払利息 △       185,214   

(B) 有価証券売買損益 △ 1,932,027,291   

 売買益 7,857,631,815   

 売買損 △ 9,789,659,106   

(C) 信託報酬等 △   527,855,103   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 2,460,067,608   

(E) 前期繰越損益金 1,967,491,919   

(F) 追加信託差損益金 8,546,200,215   

 (配当等相当額) (   6,685,201,644)  

 (売買損益相当額) (   1,860,998,571)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 8,053,624,526   

(H) 収益分配金 △   256,332,636   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 7,797,291,890   

 追加信託差損益金 8,546,200,215   

 (配当等相当額) (   6,685,506,572)  

 (売買損益相当額) (   1,860,693,643)  

 分配準備積立金 34,464,126,789   

 繰越損益金 △35,213,035,114   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
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（注）分配金の計算過程（2022年５月17日～2022年11月14日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2022年５月17日～ 
2022年11月14日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 6,685,506,572円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 34,720,459,425円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 41,405,965,997円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 8,076円 

g. 分配金 256,332,636円 

h. 分配金(１万口当たり) 50円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 50円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年５月17日～2022年11月14日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 131  0.850  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 63)  (0.411)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 63)  (0.411)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.027)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.007   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.007)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 1   0.004   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  0)  (0.002)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 133   0.861    

期中の平均基準価額は、15,382円です。  

 
＊ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊ 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊ 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

  



品 名：90001_140695_140696_011_02_野村グローバル AI 関連株式ファンド A コース／B コース_942027.docx 

日 時：2022/12/9 11:09:00 

ページ：16 

 

－ 16 － 

野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース／Bコース
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.70％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年５月17日～2022年11月14日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 557,686 1,060,371 3,716,950 7,487,823 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年５月17日～2022年11月14日) 

 

項 目 
当 期 

野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 26,662,380千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 133,793,765千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.19   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年５月17日～2022年11月14日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年11月14日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 39,791,367 36,632,103 74,593,952 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2022年11月14日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 74,593,952 96.8 

コール・ローン等、その他 2,469,222 3.2 

投資信託財産総額 77,063,174 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（125,415,341千円）の投資信託財産総額

（132,011,406千円）に対する比率は95.0％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝139.60円、１英ポンド＝164.66

円、１ユーロ＝144.16円、１香港ドル＝17.81円。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年11月14日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 77,063,174,932   

 コール・ローン等 2,469,222,457   

 野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド(評価額) 74,593,952,475   

(B) 負債 2,320,695,340   

 未払収益分配金 1,482,320,445   

 未払解約金 171,019,194   

 未払信託報酬 666,062,705   

 未払利息 3,898   

 その他未払費用 1,289,098   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 74,742,479,592   

 元本 49,410,681,501   

 次期繰越損益金 25,331,798,091   

(D) 受益権総口数 49,410,681,501口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,127円 
 

（注）期首元本額は 52,182,084,264円、期中追加設定元本額は

976,705,137円、期中一部解約元本額は3,748,107,900円、１口当

たり純資産額は1.5127円です。 
 

○損益の状況 (2022年５月17日～2022年11月14日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        97,494   

 支払利息 △        97,494   

(B) 有価証券売買損益 4,259,667,531   

 売買益 4,612,998,701   

 売買損 △   353,331,170   

(C) 信託報酬等 △   667,351,803   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 3,592,218,234   

(E) 前期繰越損益金 13,711,709,125   

(F) 追加信託差損益金 9,510,191,177   

 (配当等相当額) (   7,716,610,930)  

 (売買損益相当額) (   1,793,580,247)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 26,814,118,536   

(H) 収益分配金 △ 1,482,320,445   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 25,331,798,091   

 追加信託差損益金 9,510,191,177   

 (配当等相当額) (   7,717,104,977)  

 (売買損益相当額) (   1,793,086,200)  

 分配準備積立金 39,629,927,060   

 繰越損益金 △23,808,320,146   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
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（注）分配金の計算過程（2022年５月17日～2022年11月14日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2022年５月17日～ 
2022年11月14日 

a. 配当等収益(経費控除後) 160,876,858円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 7,717,104,977円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 40,951,370,647円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 48,829,352,482円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 9,882円 

g. 分配金 1,482,320,445円 

h. 分配金(１万口当たり) 300円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 300円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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